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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検体の撮像条件を含む検査情報の入力を行う操作手段と、
前記操作手段からの入力情報に基づいて前記被検体に超音波を走査し、この走査により得
られた受信信号に基づき画像データを生成する画像データ生成手段と、
前記画像データ生成手段により生成された画像データを表示する第１の表示手段と、
前記操作手段に格納可能に設けられ、前記操作手段から離間しているときに前記画像デー
タ生成手段により生成された画像データを表示し、前記操作手段に格納されているときに
前記検査情報の入力が可能な表示／入力手段とを
備えたことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　前記表示／入力手段は、前記検査情報を入力するための操作パネルを表示する第２の表
示手段、及び前記第２の表示手段に表示された操作パネル上に接触した接触体の位置を検
出することにより前記検査情報の入力が可能な検出手段を有し、
前記第２の表示手段に、前記表示／入力手段が前記操作手段に格納されているときに前記
操作パネルを表示し、前記表示／入力手段が前記操作手段から離間しているときに前記画
像データ生成手段により生成された画像データを表示するようにしたことを特徴とする請
求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記検出手段は、前記第２の表示手段に前記画像データ生成手段により生成された画像
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データが表示された第２の画面上の前記接触体の位置を検出し、
前記第１の表示手段に前記画像データ生成手段により生成された画像データが表示された
第１の画面の前記検出手段により検出された第２の画面に対応する位置を識別して表示す
るようにしたことを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記検出手段は、前記第２の表示手段に前記画像データ生成手段により生成された画像
データが表示された第２の画面上の前記接触体が移動した軌跡を検出し、
前記第１の表示手段に前記画像データ生成手段により生成された画像データが表示された
第１の画面の前記検出手段により検出された第２の画面に対応する軌跡を識別して表示す
るようにしたことを特徴とする請求項２に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記表示／入力手段が前記操作手段から離間しているとき、前記第１の表示手段に前記
画像データ生成手段により生成された画像データを表示すると共に、前記操作手段から入
力可能なように前記操作パネルを表示するようにしたことを特徴とする請求項２に記載の
超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波により被検体の体内を画像化し診断を行う超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　超音波診断装置は、被検体に対して超音波を放射し、被検体内の組織の音響インピーダ
ンスの差異によって生ずる反射波を受信して得られた画像データをモニタに表示するもの
である。この診断方法は、超音波プローブを体表に接触させるだけで、画像データの観察
を行うことができる。また、Ｘ診断装置、Ｘ線ＣＴ装置など他の画像診断装置に比べて小
さく、ベッドサイドへ移動して診断を行うことができる。このため、生体内の心臓、血管
、腹部、泌尿器などの各種器官の診断に広く用いられている。
【０００３】
　ところで、超音波診断装置の操作者は、画像データの観察が可能なようにモニタの正面
に位置して一方の手で操作部を操作し、他方の手で超音波プローブを操作する。従って、
被検体は、操作者が診断を行っている間、モニタに表示された画像データを見ることがで
きないため、被検体が画像データを見ることを希望すると、モニタを被検体の方に回さな
ければならないため、操作者がモニタを正面から観察できない問題がある。
【０００４】
　この問題を解決するために、操作者が観察するモニタと、被検体が見るためのモニタを
備えた超音波診断装置が知られている（例えば、特許文献１参照。）。この超音波診断装
置によれば、装置本体に連結／分離自在にする収容溝を、被検体が位置する装置本体の側
面に設け、この収容溝に差し込めるようにした保持軸を含めたモニタを通して被検体に画
像データを見せることができる。
【特許文献１】特開平１０―２１６１２５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、被検体に見せるためのモニタを使用しない場合、保持軸を収容溝に差し
込んで保管すると、装置本体上に不用なモニタが突出して保管するための空間を必要とし
、装置が大型化して移動時の安全性が低下する問題がある。また、装置本体から取り外し
て保管しようとすると、保管場所を確保する必要がある。更に、保管場所へ移動する手間
がかかる問題がある。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、大型化することなく被検体に
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画像データを表示することができる超音波診断装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記問題を解決するために、本発明の超音波診断装置は、被検体の撮像条件を含む検査
情報の入力を行う操作手段と、前記操作手段からの入力情報に基づいて前記被検体に超音
波を走査し、この走査により得られた受信信号に基づき画像データを生成する画像データ
生成手段と、前記画像データ生成手段により生成された画像データを表示する第１の表示
手段と、前記操作手段に格納可能に設けられ、前記操作手段から離間しているときに前記
画像データ生成手段により生成された画像データを表示し、前記操作手段に格納されてい
るときに前記検査情報の入力が可能な表示／入力手段とを備えたことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、検査情報の入力を行う操作部に格納することにより検査情報の入力が
可能な表示／入力部が操作部から離間しているとき、その表示／入力部に画像データを表
示することができる。これにより、超音波診断装置の大型化を防ぎ、安全に移動すること
ができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　本発明の実施例を説明する。
【実施例】
【００１０】
　以下に、本発明による超音波診断装置の実施例を、図１乃至図１２を参照して説明する
。
【００１１】
　図１は、本発明の実施例による超音波診断装置の構成を示したブロック図である。この
超音波診断装置１０は、被検体Ｐに対して超音波の送受波を行なう超音波プローブ１と、
超音波プローブ１に対して超音波駆動信号の送信と反射信号の受信を行なう送受信部２と
、送受信部２によって得られた受信信号を処理してＢモードデータやドプラモードデータ
を生成するデータ生成部３とを備えている。
【００１２】
　また、データ生成部３で生成されたＢモードデータやドプラモードデータからＢモード
画像データやドプラモード画像データを生成する画像データ生成部４と、画像データを生
成するための撮像条件等の検査情報の入力を行う操作部５と、画像データ生成部４で生成
された画像データを表示する第１の表示部７と、画像データ生成部４で生成された画像デ
ータの表示や、検査情報の入力が可能な表示／入力部８と、上述した各ユニットを統括し
て制御するシステム制御部９とを備えている。
【００１３】
　超音波プローブ１は、被検体Ｐの体表面にその先端面を接触させて超音波の送受波を行
なうものであり、複数個（Ｎ個）の圧電振動子を有している。この圧電振動子は電気音響
変換素子であり、送波時には電気パルス（超音波駆動信号）を超音波パルス（送信超音波
）に変換し、また受波時には被検体Ｐからの超音波反射波（受信超音波）を電気信号（超
音波受信信号）に変換する機能を有している。
【００１４】
　送受信部２は、超音波プローブ１から送信超音波を発生させるための超音波駆動信号を
生成する送信部２１と、超音波プローブ１の圧電振動子から得られる複数チャンネル（Ｎ
チャンネル）の超音波受信信号に対して整相加算を行なう受信部２２とを備えている。
【００１５】
　送信部２１は、被検体Ｐに放射する超音波パルスの繰り返し周波数を決定するレートパ
ルスを発生させ、送信において所定の深さに超音波を集束するための集束用遅延時間と超
音波を走査するための偏向用遅延時間とを前記レートパルスに与えた後、超音波プローブ
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１に内蔵されたＮ個の圧電振動子を駆動し、被検体Ｐに対して送信超音波を放射するため
の超音波駆動パルスを生成して超音波プローブ１に出力する。
【００１６】
　受信部２２は、超音波プローブ１から出力された微小な超音波受信信号を増幅して十分
なＳ／Ｎを確保し、この超音波受信信号に対して所定の深さからの受信超音波を集束して
細い受信ビーム幅を得るための集束用遅延時間と走査方向に超音波の受信指向性を設定す
るための偏向用遅延時間とを与えた後、圧電振動子からのＮチャンネルの超音波受信信号
を整相加算して１つに纏めてデータ生成部３に出力する。
【００１７】
　データ生成部３は、受信部２２で整相加算された信号からＢモードデータを生成するＢ
モードデータ生成部３１と、上記信号からドプラモードデータを生成するドプラデータ生
成部３２とを備えている。
【００１８】
　Ｂモードデータ生成部３１は、受信部２２から出力された信号に対して包絡線検波を行
った後、対数変換する。そして、対数変換した信号をデジタル信号に変換してＢモードデ
ータの生成を行い、画像データ生成部４に出力する。
【００１９】
　ドプラデータ生成部３２は、受信部２２から出力された信号に対してドプラ偏移周波数
を検出しデジタル信号に変換した後、血流情報のみを抽出して、その抽出したドプラ信号
に対して自己相関処理を行う。そして、この自己相関処理結果に基づいて血流の平均流速
値、分散値などを算出してドプラモードデータの生成を行い、画像データ生成部４に出力
する。
【００２０】
　画像データ生成部４は、データ生成部３のＢモードデータ生成部３１から出力されたＢ
モードデータやドプラデータ生成部３２から出力されたドプラモードデータを順次保存す
るデータ記憶部４１と、データ記憶部４１に保存されたＢモードデータやドプラモードデ
ータを読み出してＢモード画像データやドプラモード画像データ等の画像データの生成を
行うデータ処理部４２とを備えている。
【００２１】
　データ記憶部４１は、Ｂモードデータ生成部３１から出力されるＢモードデータやドプ
ラデータ生成部３２から出力されるドプラモードデータと共に、システム制御部９から供
給される各データに対応する超音波走査情報などを付加して順次保存する。
【００２２】
　データ処理部４２は、データ記憶部４１に保存されたＢモードデータやドプラモードデ
ータを読み出し、この読み出したＢモードデータやドプラモードデータに対して画像表示
のための走査変換を行って、Ｂモード画像データやドプラモード画像データを生成する。
【００２３】
　そして、図２に示すように、システム制御部９から供給される検査情報を入力するため
のボタン、スイッチ等を模式的に描いた操作パネル５３又は撮像条件を、生成したＢモー
ド画像データやドプラモード画像データの各画像データと合成し、合成した操作パネル５
３又は撮像条件を含む第１の合成データを第１の表示部７に出力する。また、操作パネル
５３や生成した各画像データ等を縮小して表示／入力部８に出力する。
【００２４】
　操作部５は、図３に示すように、超音波診断装置１０の正面側に配置され、ボタン、ス
イッチ、キーボード、トラックボール、マウス等の入力デバイスを備えている。そして、
被検体Ｐの被検体情報（ＩＤ、氏名など）、撮像条件（ゲイン、視野深度、送信周波数、
集束位置、パルス繰り返し周波数、生成モードなど）等の検査を行うための検査情報の入
力を行う。また、図４に示すように、表示／入力部８に係合する凹状の格納部５１と、表
示／入力部８が格納部５１に格納されているときの格納信号及び格納部５１から離間して
いるときの離間信号をシステム制御部９に出力する格納検出器５２とを備えている。
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【００２５】
　図５は、第１の表示部７の正面図である。この第１の表示部７は、画像データ生成部４
のデータ処理部４２から出力された第１の合成データ等を表示する第１の画面７１を有し
、この第１の画面７１は画像表示エリア７１１及び操作表示エリア７１２により構成され
る。
【００２６】
　そして、表示／入力部８が操作部５の格納部５１に格納されているとき、画像表示エリ
ア７１１にデータ処理部４２から出力された第１の合成データに含まれる画像データを表
示すると共に、操作表示エリア７１２に第１の合成データに含まれる撮像条件を表示する
。
【００２７】
　また、表示／入力部８が操作部５から離間しているとき、画像表示エリア７１１にデー
タ処理部４２から出力された第１の合成データに含まれる画像データを表示すると共に、
操作表示エリア７１２に第１の合成データに含まれる操作パネル５３を表示する。そして
、操作部５の例えばマウスやキーボードを用いて操作表示エリア７１２に表示された操作
パネル５３のボタンやスイッチ等を操作し、操作パネル５３に対応する検査情報の入力を
行うことができる。
【００２８】
　表示／入力部８は、図４に示すように、第１の表示部７における第１の画面７１の画像
表示エリア７１１を一様に縮小した大きさである第２の画面８１１を有する第２の表示部
８１と、第２の画面８１１上に配置されるタッチパネル８２により構成される。
【００２９】
　第２の表示部８１は、小型で軽量な例えば液晶パネルを備え、ケーブルを介して画像デ
ータ生成部４のデータ処理部４２に接続されている。そして、表示／入力部８が操作部５
の格納部５１に格納されているときに、データ処理部４２から出力される操作パネル５３
を第２の画面８１１に表示する。また、表示／入力部８が操作部５の格納部５１から離間
しているときに、データ処理部４２から出力される画像データを第２の画面８１１に表示
する。
【００３０】
　タッチパネル８２は、ケーブルを介してシステム制御部９に接続され、表示／入力部８
が操作部５の格納部５１に格納されているとき、第２の画面８１１に表示された操作パネ
ル５３内のタッチペン等の接触体が触れたボタン、スイッチ等の位置を検出し、検出した
操作位置情報をシステム制御部９に出力する。これにより、操作パネル５３上の接触した
位置に対応する検査情報が入力される。
【００３１】
　また、表示／入力部８が操作部５の格納部５１から離間しているとき、第２の表示部８
１には画像データが表示され、検査情報を入力できないようになっている。そして、予め
操作部５から例えば位置表示モードが設定されていると、第２の画面８１１に表示された
画像データ又はこの画像データ周辺の接触体が触れた位置を検出し、検出した位置情報（
画像位置情報）をシステム制御部９に出力する。システム制御部９では、タッチパネル８
２から出力された画像位置情報に基づいて、その位置を識別した画像データの生成をデー
タ処理部４２に指示する。データ処理部４２では、その画像位置情報の位置を識別して示
す位置データである例えば矢印データ、操作パネル５３、及び画像データを合成した位置
データを含む第２の合成データが第１の表示部７に出力される。また、位置データ及び画
像データを合成した位置データを含む第３の合成データが第２の表示部８１に出力される
。
【００３２】
　また、予め操作部５から例えば軌跡表示モードが設定されていると、表示／入力部８が
操作部５の格納部５１から離間しているとき、第２の画面８１１に表示された画像データ
又はこの画像データ周辺の接触体が移動した軌跡を検出し、検出した軌跡の情報（移動軌
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跡情報）をシステム制御部９に出力する。システム制御部９では、タッチパネル８２から
出力された移動軌跡情報に基づいて、その軌跡を識別した画像データの生成をデータ処理
部４２に指示する。データ処理部４２では、その移動軌跡情報の軌跡を識別して示す軌跡
データ、操作パネル５３、及び画像データを合成した軌跡データを含む第２の合成データ
が第１の表示部７に出力される。また、軌跡データ及び画像データを合成した軌跡データ
を含む第３の合成データが第２の表示部８１に出力される。
【００３３】
　なお、データ処理部４２から第２の表示部８１への画像データの送信、及びタッチパネ
ル８２からシステム制御部９への操作位置情報、画像位置情報、及び移動軌跡情報の各情
報の送信を無線で行うようにしてもよい。
【００３４】
　システム制御部９は、ＣＰＵ及び記憶回路９１を備え、操作部５からの検査情報や、表
示／入力部８からの検査情報等の入力情報を記憶回路９１に保存する。また、予め設定さ
れた操作パネル５３の情報を記憶回路９１に保存している。そして、これらの入力情報に
基づいて、送受信部２、データ生成部３、画像データ生成部４、第１の表示部７、及び表
示／入力部８の各ユニットの制御やシステム全体の制御を行なう。
【００３５】
　以下、図１乃至図１２を参照して、実施例に係る超音波診断装置１０の動作の一例を説
明する。図６は、超音波診断装置１０の動作を示すフローチャートである。図７は、第２
の表示部８１の第１の画面に表示される操作パネル５３を示す図である。図８は、第１の
表示部７の第１の画面に表示された撮像条件を含む第１の合成データの一例を示す図であ
る。図９は、第１の表示部７の第１の画面に表示された操作パネル５３を含む第１の合成
データを示す図である。図１０は、第２の表示部８１の第２の画面に表示された画像デー
タを示す図である。図１１は、第１及び第２の表示部７，８１の第１及び第２の画面に表
示された位置データを含む第２及び第３の合成データの一例を示す図である。図１２は、
第１及び第２の表示部７，８１の第１及び第２の画面に表示される軌跡データを含む第２
及び第３の合成データの一例を示す図である。
【００３６】
　図６において、操作者は超音波診断装置１０に電源を投入して被検体Ｐの検査の準備を
する。電源投入後、図７に示すように、操作部５の格納部５１に格納された表示／入力部
８における第２の表示部８１の第２の画面８１１ａに、画像データ生成部４のデータ処理
部４２から出力された操作パネル５３が表示されている。そして、操作部５や操作部５の
格納部５１に格納された表示／入力部８から、被検体Ｐの被検体情報、生成モードである
「Ｂモード画像データ」を含む撮像条件等の検査情報や、位置表示モードを入力する操作
が行われると、それらの入力情報がシステム制御部９の記憶回路９１に保存される。
【００３７】
　超音波診断装置１０の正面に操作者が位置し、超音波診断装置１０の例えば右側に配置
された寝台上に被検体Ｐが足部を背面側に、また頭部を正面側に向けて仰臥位で載置され
る。そして、操作者の例えば左手により、操作部５から被検体Ｐの検査開始の操作が行わ
れると、超音波診断装置１０は、検査を開始する（図６のステップＳ１）。
【００３８】
　システム制御部９は、送受信部２、データ生成部３、画像データ生成部４、第１の表示
部７、及び表示／入力部８に超音波撮像を指示する。そして、操作者が右手で操作して超
音波プローブ１を被検体Ｐの例えば腹部に当てることにより、データ生成部３のＢモード
データ生成部３１は、送受信部２の受信部２２から出力された信号からＢモードデータを
生成して画像データ生成部４のデータ記憶部４１に保存する。データ処理部４２は、デー
タ記憶部４１からＢモードデータを読み出してＢモード画像データを生成し、更に生成し
たＢモード画像データとシステム制御部９から供給される撮像条件を合成して撮像条件を
含む第１の合成データを第１の表示部７に表示する（図６のステップＳ２）。
【００３９】
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　図８は、第１の表示部７の第１の画面に表示された撮像条件を含む第１の合成データの
一例を示した図である。この第１の画面７１ａの画像表示エリア７１１には第１の合成デ
ータに含まれるＢモード画像データ４３が表示され、操作表示エリア７１２には第１の合
成データに含まれる例えば送信周波数である「１Ａ１」等の撮像条件が表示されている。
【００４０】
　次に、第１の表示部７の第１の画面７１ａに表示されたＢモード画像データ４３を被検
体Ｐに見せるために、操作者が表示／入力部８を操作部５の格納部５１から取り外して被
検体Ｐに手渡すと、操作部５の格納検出器５２は、離間信号をシステム制御部９に出力す
る。システム制御部９は、格納検出器５２からの離間信号に基づいて、操作パネル５３の
情報をデータ処理部４２に供給すると共に第２の表示部８１への画像データの出力を指示
する。
【００４１】
　データ処理部４２は、Ｂモード画像データを生成して、システム制御部９から供給され
た操作パネル５３を含む第１の合成データを第１の表示部７に表示する（図６のステップ
３）。
【００４２】
　図９は、第１の表示部７の第１の画面に表示された操作パネル５３を含む第１の合成デ
ータを示した図である。この第１の画面７１ｂの画像表示エリア７１１には第１の合成デ
ータに含まれるＢモード画像データ４３ａが表示され、操作表示エリア７１２には第１の
合成データに含まれる操作パネル５３が表示されている。
【００４３】
　このように、表示／入力部８が操作部５から離間しているとき、第１の表示部７に操作
パネル５３を表示することができる。これにより、第１の表示部７に表示された操作パネ
ル５３に対応する検査情報を操作部５から入力することができる。
【００４４】
　また、データ処理部４２は、図１０に示すように、第１の表示部７の第１の画面７１ｂ
に表示したＢモード画像データ４３ａを縮小したＢモード画像データ４４を第２の表示部
８１の第２の画面８１１ａに表示する（図６のステップ４）。
【００４５】
　このように、表示／入力部８を操作部５から離間した被検体Ｐの手元に置くことにより
、第１の表示部７にＢモード画像データを表示すると共に、第２の表示部８１にＢモード
画像データを表示することができる。これにより、操作者は第１の表示部７に表示された
Ｂモード画像データを観察しながら、被検体Ｐに第２の表示部８１に表示されたＢモード
画像データを見せることができる。
【００４６】
　第２の表示部８１にＢモード画像データが表示された後、第２の表示部８１に表示され
たＢモード画像データに対して、タッチパネル８２上に被検体Ｐが操作者に説明を求める
位置を接触体であるタッチペン又は指で接触させて指し示すと、タッチパネル８２は接触
体の位置を検出し、検出した画像位置情報をシステム制御部９に出力する。システム制御
部９は、タッチパネル８２からの画像位置情報に基づいて、その位置を識別した画像デー
タの生成をデータ処理部４２に指示する。
【００４７】
　データ処理部４２は、Ｂモード画像データを生成し、生成したＢモード画像データ、シ
ステム制御部９から供給された画像位置情報の位置を識別して示す矢印データ、及び操作
パネル５３を合成して、位置データを含む第２の合成データを第１の表示部７の第１の画
面に表示する（図６のステップＳ５）。
【００４８】
　また、生成したＢモード画像データ及び矢印データを合成して位置データを含む第３の
合成データを第２の表示部８１の第２の画面に表示する（図６のステップＳ６）。
【００４９】
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　図１１（ａ）は、第１の表示部７の第１の画面に表示された位置データを含む第２の合
成データの一例を示した図である。この第１の画面７１ｃの画像表示エリア７１１には第
２の合成データに含まれるＢモード画像データ４３ｂ及び矢印データ４５が表示され、操
作表示エリア７１２には第２の合成データに含まれる操作パネル５３が表示されている。
【００５０】
　図１１（ｂ）は、第２の表示部８１の第２の画面に表示された位置データを含む第３の
合成データの一例を示した図である。この第２の画面８１１ｂには、第３の合成データに
含まれるＢモード画像データ４４ａが表示されている。また、第２の画面８１１ｂのタッ
チパネル８２に接触した接触体の位置に矢印データ４６が表示されている。
【００５１】
　Ｂモード画像データ４４ａは、第１の画面７１ｃの画像表示エリア７１１に表示された
Ｂモード画像データ４３ｂを縮小したデータである。また、矢印データ４６は、画像表示
エリア７１１に表示された矢印データ４５を縮小したデータである。
【００５２】
　このように、タッチパネル８２上に接触体を接触させることにより、第２の表示部８１
における第２の画面８１１ｂの指し示された位置に矢印データ４６を表示すると共に、第
１の表示部７における第１の画面７１ｃの第２の画面８１１ｂに対応する位置に矢印デー
タ４５を表示することができる。これにより、被検体Ｐは操作者に対して画像データの説
明を容易に求めることができる。
【００５３】
　なお、軌跡表示モードが設定されている場合、ステップＳ３及びステップＳ４の後に、
第２の表示部８１に表示されたＢモード画像データに対して、タッチパネル８２上に接触
させた状態でタッチペンを移動すると、タッチパネル８２は接触体の移動した軌跡を検出
し、検出した移動軌跡情報をシステム制御部９に出力する。システム制御部９は、タッチ
パネル８２からの移動軌跡情報に基づいて、その移動軌跡を識別した画像データの生成を
データ処理部４２に指示する。
【００５４】
　データ処理部４２は、Ｂモード画像データを生成し、生成したＢモード画像データ、シ
ステム制御部９から供給された移動軌跡情報の軌跡を識別して示す軌跡データ、及び操作
パネル５３を合成して、軌跡データを含む第２の合成データを第１の表示部７の第１の画
面に表示する。また、生成したＢモード画像データ及び軌跡データを合成して軌跡データ
を含む第３の合成データを第２の表示部８１の第２の画面に表示する。
【００５５】
　図１２（ａ）は、第１の表示部７の第１の画面に表示される軌跡データを含む第２の合
成データの一例を示した図である。この第１の画面７１ｄの画像表示エリア７１１には第
２の合成データに含まれるＢモード画像データ４３ｃ及び例えば色で識別される破線で示
した軌跡データ４７が表示され、操作表示エリア７１２には第２の合成データに含まれる
操作パネル５３が表示される。
【００５６】
　図１２（ｂ）は、第２の表示部８１の第２の画面に表示される軌跡データを含む第３の
合成データの一例を示した図である。この第２の画面８１１ｃには、第３の合成データに
含まれるＢモード画像データ４４ｂが表示される。また、第２の画面８１１ｃのタッチパ
ネル８２に接触した接触体の移動した軌跡に対応する色で識別される破線で示した軌跡デ
ータ４８が表示される。
【００５７】
　Ｂモード画像データ４４ｂは、第１の画面７１ｄの画像表示エリア７１１に表示される
Ｂモード画像データ４３ｃを縮小したデータである。また、軌跡データ４８は、画像表示
エリア７１１に表示される軌跡データ４７を縮小したデータである。
【００５８】
　このように、タッチパネル８２上に接触体を接触させることにより、第２の表示部８１
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における第２の画面８１１ｃの接触体が移動した跡に軌跡データ４８を表示すると共に、
第１の表示部７における第１の画面７１ｄの第２の画面８１１ｃに対応する位置に軌跡デ
ータ４７を表示することができる。これにより、被検体Ｐは操作者に対して画像データの
説明を容易に求めることができる。
【００５９】
　そして、第１の表示部７に被検体Ｐの診断に有用なＢモード画像データが表示され、被
検体Ｐに第２の表示部８１に表示されたＢモード画像データの説明を終えた後に、操作部
５から検査終了の操作が行われると、システム制御部９は、送受信部２、データ生成部３
、画像データ生成部４、第１の表示部７、及び表示／入力部８に停止を指示し、超音波診
断装置１０は検査を終了する（図６のステップＳ７）。
【００６０】
　なお、超音波診断装置１０を操作部及び表示部を有する端末装置に例えばネットワーク
を介して接続し、第２の表示部８１に表示される画像データや第３の合成データを端末装
置の表示部に表示すると共に、端末装置の操作部から第１及び第２の表示部７，８１に表
示可能な例えば文字情報を入力できるように実施してもよい。これにより、被検体Ｐに操
作者が説明できない場合、他の説明者により端末装置を利用して説明することができる。
【００６１】
　以上述べた本発明の実施例によれば、検査情報の入力を行う操作部５の格納部５１に表
示／入力部８を格納することにより、第２の表示部８１に操作パネル５３を表示してタッ
チパネル８２から操作パネル５３に対応する検査情報を入力することができる。また、表
示／入力部８が操作部５の格納部５１から離間しているとき、第２の表示部８１に画像デ
ータを表示することができる。更に、表示／入力部８が操作部５の格納部５１から離間し
ているとき、第１の表示部７に操作パネル５３を表示させて操作部５から操作パネル５３
に対応する検査情報を入力することができる。これにより、被検体Ｐに見せるための被検
体用の表示部を設ける必要がなく、超音波診断装置１０の大型化を防ぐことが可能となり
、超音波診断装置１０を安全に移動することができる。
【００６２】
　また、第２の表示部８１の画像データが表示された第２の画面のタッチパネル８２上に
接触体を接触させることにより、第２の画面の指し示された位置又は移動した跡に位置デ
ータ又は軌跡データを表示すると共に、第１の表示部７における第１の画面の第２の画面
に対応する位置に位置データ又は軌跡データを表示することができる。これにより、被検
体Ｐから画像データの説明を容易に求めることができ、インフォームドコンセントの向上
を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】本発明の実施例による超音波診断装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の実施例に係る操作パネルを示す図。
【図３】本発明の実施例に係る超音波診断装置の概観を示す図。
【図４】本発明の実施例に係る操作部及び表示／入力部の構成を示す図。
【図５】本発明の実施例に係る第１の表示部の正面図。
【図６】本発明の実施例に係る超音波診断装置の動作を示すフローチャート。
【図７】本発明の実施例に係る第２の表示部の第１の画面に表示される操作パネルを示す
図。
【図８】本発明の実施例に係る第１の表示部の第１の画面に表示された撮像条件を含む第
１の合成データの一例を示す図。
【図９】本発明の実施例に係る第１の表示部の第１の画面に表示された操作パネルを含む
第１の合成データを示す図。
【図１０】本発明の実施例に係る第２の表示部の第２の画面に表示された画像データを示
す図。
【図１１】本発明の実施例に係る第１及び第２の表示部の第１及び第２の画面に表示され
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【図１２】本発明の実施例に係る第１及び第２の表示部の第１及び第２の画面に表示され
る軌跡データを含む第２及び第３の合成データの一例を示す図。
【符号の説明】
【００６４】
Ｐ　被検体
１　超音波プローブ
２　送受信部
３　データ生成部
４　画像データ生成部
５　操作部
７　第１の表示部
８　表示／入力部
９　システム制御部
１０　超音波診断装置
２１　送信部
２２　受信部
３１　Ｂモードデータ生成部
３２　ドプラデータ生成部
４１　データ記憶部
４２　データ処理部
８１　第２の表示部
８２　タッチパネル
９１　記憶回路

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図１１】
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